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師自身も子どもと共に伸びる教師でありたい。 
 
②「専門性の追求と人間関係能力」 
 学級経営が上手い教師は，親や子からの信頼感が厚い。信頼関係を構築するには「人間関係能力」に併せて，
専門的な知識や，深い人生経験，あらゆる分野への好奇心や，新たな領域へと向かう行動力も欠かせない要素
になると考える。 
 教育活動における自分の得意分野に対してこだわりをもち，時間をかけて追究することで専門性が次第に身
に付いていく。一朝一夕で身に付くものではないし，どれだけやったら完璧というものでもない。時間的にも
精神的にも，ゆとりをもって学び続けることが大切だ。第一人者の話を聞いて先行事例を真似るだけでなく，
自身で行い，周囲に意見を求めていく。追求する姿勢が大切である。 
また，人間性を磨くために，多くの人々と接し，多様な価値観，生き方を学ぶとよい。何事にも挑戦し，体験
を通して学ぶ。子どもたちと同様に，失敗から多くのことを学び成長する。それが，教員自身の魅力や狭い視野
で物事を判断しないことにつながる。 
 
③「何事も『共有する』という意識」 
「地域」に「家庭」があり「学校」がある。 
現在の教育現場で求められていることは，「共有する」ことであると思う。そのために，教師としては以下の
点に注意したい。 
組織の一員としての公僕性に鑑み，教師一人で子どもを育てると考えないことが大切だ。子どもをよりよく
育てる，また，自身が組織人として成長していくためには，自分や子どもたちを取り巻く人（同僚，家庭，地
域）と力を合わせて育てるという意識が必要だ。そうすることで，指導に「互助性」が発揮され，「厚み」が増
す。役割分担を明確にすることで，指導に「余裕」が生まれる。その「余裕」が，子どもに対する場面での態度
にも現れる。結果，指導の「効果」自体が高まる。 
それを可能にするには，教師自身が「つながりの中で自己の役割を認識した行動」をする経験を積むこと。そ
して「社会人」としての人間関係の在り方を身に付けていくことが重要である。次に紹介するのは，勤務校の教
頭から学んだ教訓及び自身の考察である。 
〇「独断を避ける。管理職および保護者への連絡はなるべく早く。『途中報告の原則』が大切だ。」 
いかなる場合でも組織の一員として活動することを勧めたい。自己中心的な視点ではなく，全体の中での自
分の在り方を問うことで，教師としての自己を深めるとともに，指導の技術や効果を高めていくことができる。 
 
３ 最後に 
「人間性」をキーワードにしてこれまで述べてきたが，それは人の内面に由来するものであり，非常に曖昧
で，何をどのようにすればよいかが分かりにくいことは確かである。特に，教師は「大人」であるため，人格と
しては，もうすでに完成に近い状態にあるとも考えられる。したがって，教師自身の「人間性」を変えること，
成長させることは簡単なことではないと言える。 
ただ，教師にとっての「不易」，目指すべき優れた人間性というのは，「常に子どもの目線や立場に立って，物
事を判断して行動できるということ」ではないだろうか。それを核にした，「一人の人間としての在り方」が教
師としての「人間性」であり，同時に，その人間性が目の前の子どもたちへの「影響力」となって現れるのでな
かいかと考える。 
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滝波佑介：理想の教師像についての一考察
